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伊豆東部火山群の分布と噴火史
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いつどこで噴火した？

森田（2006）



伊豆東部火山群
の地下構造



異常隆起のパターンは板状
のマグマ上昇を考えないと
説明できない

多田・橋本（1989）

岡田義光による

体積ひずみ計
（東伊豆町奈良本）



気象庁の地震火山現業室

世界に誇る地震・火山活動監視システム



2009年12月の群発地震

深さの時間変化

日

10km

東大地震研

マグマの上昇が手に
とるようにわかる



1978年以来2009年まで
46回起きた群発地震の
うち深刻なものとなっ
たのは４回（そのうち
の１回で噴火発生）

つまり、
群発地震の予測情報
：４６回中４２回は
安心情報として出せる

気象庁



体積ひずみ計
（東伊豆町奈良本）

（伊東沖）

（マグマ上昇）



伊豆東部火山群の群
発地震・噴火警報の
原理と判断基準

熱川の体積歪計とその24時間変化量

群発地震の開始の事前予知

200nstrain以下：小・中規模の群発
地震、噴火の可能性小（過去42例）

200nstrain以上：大規模な群発地
震、噴火可能性大（過去４例、その
中の１例で噴火）

伊豆東部火山群
の火山防災対策
検討会（2011）



伊豆東部火山群の地震活動の
予測情報と噴火警戒レベル

鍵となる体積歪計データ
のリアルタイム公開
（気象庁サイト）



噴火に至らない
地下のマグマ活
動も含めた伊豆
東部火山群の噴
火シナリオ（確
率樹）

 

伊豆東部火山群の火山防災対策検討会（2011）



しかも、開始から終息までの推移シナリオ
（確率つき）が示されている





ジオパークとは
• 大地（ジオ）が育んだ貴重
な資産を多数備えた地域
が、それらの保全と活用に
よって経済・文化活動を高
め、結果として地域社会の
活性化と振興につなげて
いく仕組み

• 経済活動：観光および関連産
業（商品開発など）、サイト整
備・保全・防災対策

• 文化活動：ガイド養成、学校
教育、 ジオパーク資産の研
究開発、 ジオパークのテーマ
に沿った様々な芸術

大地（ジオ）が生んだ資産



世界ジオパーク

日本ジオパーク
糸魚川
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世界ジオパーク
申請中

現時点での日本のジオパーク認定地域

この他、日本
の１５地域が
日本ジオパー
ク申請準備中
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ジオサイトの整備
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火山が造成した高原
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河津町峰の大噴湯 熱海市伊豆山の走り湯

火山の熱い湧水（温泉）



教育歴史

文化 芸術 信仰

人物

大地(地域独特の地学的営みとその生産物)=ジオ

土壌

植物
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防災特産物

鉱工業
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農林業水産業
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地域社会

ジオパークの構成資産



伊豆ジオパークのテーマ
「南から来た火山の贈りもの」

１．本州に衝突した南洋の火山島
　移動と衝突を語る各種の証拠

２．海底火山群としてのルーツ
	 	 各所に残る海底噴火の証拠と、火山の「根」

３．陸化後に並び立つ大型火山群
	 	 伊豆の地形の屋台骨をつくる大型火山群

４．生きている伊豆の大地
	 	 4A:多種多様の地形と造形をもたらし、現在も活動
中の小火山の集合体「伊豆東部火山群」
	 	 4B:地殻変動と活断層によって姿を変えゆく大地

５．変動する大地と共に生きてきた人々の知恵と文化
	 	 5A:地形・噴出物・鉱床・地熱・水の利用と活用
	 	 5B:防災・減災への取り組み



所属所属

運営（年次計画、中期・長期計画）

ジオパーク

ジオパークを支える組織と人々

運営組織（推進協議会）

地元住民・有識者 外部の専門家

地元自治体 地元民間団体
・企業

各種公的団体
・教育文化機関

参加 参加・支援 協力協力

所属 所属

参加・支援

常駐の専門家
と事務職員



ジオパークという名の「ホームドクター」

6月から伊豆半島ジオパーク推進協議会に専門家
として着任した鈴木雄介さん（火山学者）



ジオパーク推進協議会：防災関連部署をもつ自治体や機関

が入り、協議会に常駐する専門家も防災・危機管理に通じ

る　→つまり、協議会は、地域防災の一端を担いうる組織

ジオガイド：伊豆半島で生じる自然現象・自然災害に関す

る専門知識が豊富な上に、不測の事態への対処スキルや、

科学的知識を人に伝える技術にたけた人々

＝専門家に準じる存在でもあり、地域の防災リーダーとし

ても活躍できる素養を備えた人材

→養成したジオガイドに、平常時はジオガイドとして勤務

するかたらわらで防災対策にも一定の役割を果たしてもら

い、非常時には危機管理の一端を担う人材として活躍して

もらえるシステムをつくることが、ジオパークの地域貢献

のひとつ

ジオパークと防災



見慣れた風景から過去
の災害を読み解く



ジオパーク推進協議会：防災関連部署をもつ自治体や機関

が入り、協議会に常駐する専門家も防災・危機管理に通じ

る　→つまり、協議会は、地域防災の一端を担いうる組織

ジオガイド：伊豆半島で生じる自然現象・自然災害に関す

る専門知識が豊富な上に、不測の事態への対処スキルや、

科学的知識を人に伝える技術にたけた人々

＝専門家に準じる存在でもあり、地域の防災リーダーとし

ても活躍できる素養を備えた人材

→養成したジオガイドに、平常時はジオガイドとして勤務

するかたらわらで防災対策にも一定の役割を果たしてもら

い、非常時には危機管理の一端を担う人材として活躍して

もらえるシステムをつくることが、ジオパークの地域貢献

のひとつ

ジオパークと防災

ジオパークは防災人づくり

ジオパークは防災アドバイザー


